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Overdue Fix Response (OFR) Examples 

  

5.3 OFR 計算例 

期日超過問題報告は定刻に処置できなかった問題報告の結果である。FRT測定値と同様、OFRは、規準化されず、処置さ

れた期日超過問題報告の比率として報告される。期日超過問題報告は、処置されるまで期日超過のまま残される。 

 

5.3.1-製品分類コード1～6及び9に適用するOFR 

5.2.4 d) 1)によれば、製品分類1～6および9については、重大な問題報告が、30暦日以内又は顧客とのSLA（サービスレベ

ルアグリーメント）によって取り決められた期日までに処置できなかった場合、期日超過となる。軽微な問題報告は、180暦

日以内又はSLAで取り決められた期日までに処置できなかった場合、期日超過となる。（製品分類9に対するに予定しきい

（閾）値期間は、それぞれ重大な問題報告に対しては2実働日、軽微な問題報告に対しては5実働日である。） 

 

1) 月初めに、期日超過の重大問題報告（即ち30暦日又はSLAで取り決められた期日を超過）が6件ある。6件のうち2件

は月内に完結できた。また、月初めには、軽微な期日超過問題報告はなかったが、月末までに、月内に期日を迎える

5件の軽微な問題報告が期日超過となった。これらの軽微な期日超過問題報告のうち1件が、次の月初め前に完結し

た。 

 

2) 報告データを表5.3.1-1に示す。 

 

表5.3.1-1製品分類コード1～6及び9に適用するOFR報告データ表 

識別子 値 

製品分類コード 4.2.1 

MeasurementID OFR 

Of2c 2 

Of2d 6 

Of3c 1 

Of3d 5 

 

 

3) 測定値の計算結果を表5.3.1-2に示す。 

 

表5.3.1-2 製品分類コード1～6及び9に適用するOFR元データ及び測定値計算 

完結した 

期日超過問題報告数 
重大性 

予定の期日超

過問題報告数 

OFR測定結果-% 

定刻に完結した期日超過問題報告 

Of2c = 2 重大 Of2d = 6 OFR2 = 100×2/6 = 33.3% 

Of3c = 1 軽微 Of3d = 5 OFR3 = 100×1/5 = 20% 
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 5.3.2-製品分類コード７及び８に適用するOFR 

製品分類コード7及び8における期日超過問題報告の完結期日は、計数ルール5.2.4 d) 1)によれば、顧客との契約に従う。 

1) 月初めに、合意した完結期間を超過し、期日超過となった問題報告が2件あった。2件の期日超過のうち、1件がその

月内に完結した。 

2) 報告データを表5.3.2-1に示す。 

 

表5.3.2-1 製品分類コード7及び8に適用するOFR報告データ表 

識別子 値 

製品分類 7.1 

MeasurementID OFR 

Of4c 1 

Of4d 2 

 

3) 測定値の計算結果を表5.3.2-2に示す。 

表5.3.2-2 製品分類コード7及び8に適用するOFR元データ及び測定値 

 

完結した 

期日超過問題報告数 

予定の 

期日超過問題報告数 

OFR測定結果-% 

定刻に完結した期日超過問題報告 

Of4c = 1 Of4d =2 OFR4 = 100×1/2 = 50% 

 

 

 

5.3.3 不完全な問題処置に伴うOFRの再提出 

ある問題処置がSLAで要求されている通り時間内に提供された（7月20日）。しかしその後の時点（12月15日）で、顧客がそ

の処置を不完全だとして拒絶したとすると、その問題報告は7月に期日通りに処置されなかったとして報告されなければなら

ない。これにより、7月のFRTデータの再提出が必要になる。更に、これは今や期日超過となり、計数ルール 5.2.4 b) 3)に

従い、7月から12月まで及び問題処置が完了するまでの全ての月まで、期日超過として報告されなければならない。

これにより、7月から11月までのOFRデータの再提出が必要になる。 

 

5.3.4 顧客が原因で顧客が認めた長期間の遅延に遭遇した期日超過問題報告のOFRの扱い 

例えば、組織（訳注:原文では供給者）が、すでに期日超過のチケット発行済みに対する問題処置に対処するために現場に

入場する必要があるという想定で、顧客に入場を申し入れた後で、その現場が4週間使用できないと言われたとしよう。顧客

はその遅延を承認し、そのチケットは、1月31日に据え置き状態になる。その現場は3月2日に使用可能になる。 

 

この期日超過チケットは、1月については、OFR測定に含まれるが、2月のOFR測定には含まれず、3月の報告期間には再

びOFRに計数される（期日超過の解決または期日超過の未解決のどちらか）。 
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